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 館市第０９５０３２号 

 令 和 ７ 年 ９ 月 １ ７ 日 

 

保護者 様 

 

館林市長 多田 善洋 

（公 印 省 略） 

 

   成島保育園の民営化に係る保護者向け説明会の概要について(通知) 

 

  日頃より館林市の教育・保育行政へのご理解、ご協力をいただきまして、誠にあ

りがとうございます。  

  さて、８月２３日（土）に保護者向け説明会を開催いたしましたので、概要につ

きまして、下記のとおり通知いたします。  

 

記 

 

１ 参加人数 

３０世帯３９名（ほか、預かり児童３１名） 

２ 説明会概要 

 ⑴ 日時 

   令和７年８月２３日（土）午後２時から午後３時１５分まで 

 ⑵ 概要 

ア あいさつ 

・日頃のお礼 

・民営化及びこども園化によって、より柔軟で質の高い保育サービスの提供

や、保護者・地域のニーズに応えられるものと考えている。具体的な内容

については、この後、学校法人富士学園から説明していただく。 

・こどもたちが新しい環境になじみ、登園することが楽しみになるよう、安
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心できる環境作りについて市としても協力をしていきたいと思っているの

で、保護者の皆様にもご理解とご協力をお願いしたい。 

イ こども課より、以下について説明（別紙「パワーポイント資料」参照）  

    ・民営化の概要（経緯、進める理由、園運営の考え方）  

    ・第１回～第２回の協議内容（民営化後の運営に関して、市と学校法人富士学 

園で協議） 

    ・今後のスケジュール（予定）  

    ・保護者の皆様へのお願い  

  ウ 学校法人富士学園より、以下について説明（一部抜粋） 

    ・法人紹介 

    ・運営施設紹介  

・保育内容や行事等は基本変わらない  

・できる限り変化を少なくしたいという考えのもと、民営化後の運営を進めて  

いきたい。 

エ 質疑応答 

  （ア）事前質問  

・質問１：どのような点に重きを置いた園を目指すのか  

   ・富 士：現在の成島保育園のやり方を踏襲しながら、富士こども園  

の良いところも取り入れていく  

・質問２：服装の変化はあるか  

・富 士：変更なし  

・質問３：給食は保育園の調理室で作っていただけるのか (白米も含) 

・富 士：変わらず保育園の調理室で作る 

・質問４：持ち物に変化はあるのか  

・富 士：変更なし  

・質問５：イベントや習い事等保育内容の変化はあるのか  

・富 士：今やっているイベントは継続しつつ、新しいイベントを行  

う可能性あり。習い事がサッカー教室のことを指している  

のであれば、先方が良ければ続けていくと思われる。  
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・質問６：今後の費用面について 

・富 士：今後イベントを行う上で、こどもたちにご褒美をあげるよ  

うなことをやろうとなった場合、保護者に相談した上で実 

費徴収が発生する可能性あり  

・質問７：バスの有無について 

・富 士：富士こども園の教育認定（１号認定）の方々に合わせてバ  

スのルートとスケジュールが既にある。それに噛み合う方  

であれば利用できる可能性はあるが難しいと思われる。  

・質問８：預かり時間の変更はあるのか  

・富 士：変更なし  

・質問９：先生は変わってしまうのか  

・富 士：変わります  

・質問１０：急に環境や保育内容が変わるのは不安。今の保育からど  

のくらいの期間でどのように移行していく予定か。 

・富  士：実際の運営が始まり、様子を見ながら考えていきたいの  

で、現段階ではどのくらいの期間とははっきり言えな  

い。当面の間は現状のまま進めていきたい。  

・質問１１：引き継ぎについての詳細  

・富  士：１１月ごろから職員を派遣し、保育に参加しながら成島  

保育園の雰囲気を感じたり、お子さんに対しての愛着を  

深めるなど進めていきたい。  

・質問１２：給食のメニューについて 

・富  士：献立を作る栄養士が変わるため、メニューは変わると思  

うが、引き続き栄養価を考えた献立を作っていく。  

・質問１３：オムツのサブスクの有無について 

・富  士：富士こども園ではやっていない。保護者からオムツ１袋  

を丸々預かって、園児１人１人専用のオムツ棚に入れ、  

残りが５、６枚程度になったら新しいものを持ってきて  

いただくようにしている。成島保育園でも同じやり方に  
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するか、他のやり方にするかは引継保育の中で現状を確  

認した上で結論付けていきたい。  

※参加した保護者３９名に対してアンケート実施。「オ

ムツのサブスクが有効だと思うか」という質問に対

して、約３割の方が挙手された。  

・質問１４：入園時の慣らし保育について 

・富  士：変更なし 

（イ）当日質問  

      ・質問１：人材を集めるのも大変だと思うが、保育士の配置基準（０  

歳児３人に対して保育士１人など）は変わらず対応してい 

ただけるのか。また、１１月から引継保育が始まるとのこ  

とだが、その人員は確保できているのか。  

・富 士：配置基準については、国のルールで決まっているため、変  

わらず対応する。できる限り加配もしたいと考えている  

が、まずは現在の成島保育園の職員数と同数を確保するこ  

とが大切と考えている。また、引継保育については、採用  

を進めているところであり、応募者が何名か出てきている  

状況である。富士こども園の運営もあるため、１日ずつ何  

人という形で派遣する予定である。  

・質問２：来年、下の子の入園を予定している。持ち物などについ  

て、数年後には変更が起こりうるのか。制服や指定の通  

園バックの導入など。  

・富 士：保育を行う上で、必要なものがでてきたら変わる可能性  

はあるが、今の保育を続けていく限りは変わることはな  

い。もし、変更が生じる場合には、保護者の皆様に必ず  

相談した上で進めていこうと考えている。  

・質問３：園行事について、今のところ変更なしとのことだが、開  

催される曜日についても変更なしか。  

・富 士：成島は平日開催が多いと思うが、富士こども園では土曜  



5 

 

日開催が多い（運動会や発表会など）。保護者の方たちが  

どちらの方が良いのか知りたい。  

※参加した保護者３９名に対してアンケート実施。「園行

事は土曜日にやっても良い」という質問に対して、約８

割の方が挙手された。  

・質問４：事情により、通常のクラスより年齢が下のクラスに入れ  

てもらっている。個人的な内容で申し訳ないが、その辺  

の相談を今後していきたい。  

・富 士：お子さんに対するご心配やご相談に関しては、いつでも  

受付しますので、不安が不満になる前にお伝えいただけ  

ると助かります。  

・質問５：延長保育料は来年以降どうなるのか。また、保育士を募  

集しているとのことだが、集まらない場合はどのように  

対応される予定か。 

・富 士：来年については、現行の成島保育園の料金体系となる。 

その後は、富士こども園の料金体系も考慮して、間を取  

るなど統一していきたいと考えている。また、保育士確  

保については最善を尽くして行っており、一定の期間を  

過ぎてもまだ確保できていない場合は、預かれるお子さ  

んの人数にも影響してしまうので、市に相談しながら進  

めていく。現段階では、このような回答になってしまう  

が、ご理解いただきたい。  

・質問６：富士こども園の入園要項には、ＰＴＡについて記載があ 

るが、どのように役員を決めていて、どのような活動を  

しているのか。 

・富 士：富士こども園でのＰＴＡは、普段の教育・保育活動の質  

や中身を高めようとするために作られた組織である。会  

長は園からお願いしているが、副会長以下は立候補で役  

員を決めている。運動会で役員の方に手伝っていただい  
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たり、運動会を運営するための費用の一部を補助してい  

ただいたりしている。成島保育園では、保護者の方から  

ＰＴＡを設立して活動したいとの話があれば検討する  

が、現段階では現状の保護者会を継続していく予定であ  

る。 

・質問７：富士こども園に勤務している先生は、何名くらい成島に  

異動するのか。もしくは、異動はせず新しく採用した先  

生たちだけで運営していくのか。また、来年、下の子の  

入園を予定しているが、オムツについては持ち帰りなの  

か園で廃棄なのか。  

・富 士：現在、富士こども園で勤務している教職員のうち、６、  

７名は成島に異動予定であり、その方たちにクラス担任  

を担ってもらう予定である。新しく採用した方をいきな  

りクラス担任にすることは想定していない。オムツにつ  

いては、引き続き園にて廃棄を行う。  

・質問８：来年から受けいれる教育認定（１号認定）の子につい  

て、夏休みや冬休みはあるのか。  

・富 士：春休み、夏休み、冬休みがあります。預かり保育の利用  

が可能です。 

・質問９：教育認定（１号認定）と保育認定（２・３号）は、それ  

ぞれ何名くらい考えているか。  

・富 士：成島保育園は群馬県の認可を１５０名で受けており、そ  

のうち、１０名程度を教育認定（１号認定）、１４０名程  

度を保育認定（２・３号）で考えている。現状の成島保  

育園の園児数が１３０名前後なので、規模としては変わ  

らない。空いているところに教育認定（１号認定）の方  

が入ってくるようなイメージである。  

・質問１０：９月の継続・転園希望調査で転園を希望した場合、優先  

的に対応していただけると思うが、現時点で転園希望が  
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なくとも、１１月以降引継保育が始まってから転園希望  

が生じた場合はどのような対応になるのか。  

・こども課：９月に継続・転園希望調査を行い、１０月から新年度

入園申込が始まります。１次受付、２次受付とありま

すが、そのスケジュールの中で、できる限り希望に添

えるようにしたい。  

 

 

担当：こども課施設支援係  鈴木、根岸 

電話：0276-47-5172（直通） 

Mail：kodomo@city.tatebayashi.gunma.jp 

 



渡瀬保育園及び成島保育園の民営化に係る保護者説明会  

次 第 
 

                   日時及び場所：令和７年８月２３日(土) 

午前１０時から渡瀬保育園 

午後２時から成島保育園 

 

   

 

１ 開会 

 

 

 

２ こども課あいさつ 

 

 

 

３ こども課からの説明 

 

 

 

４ 法人からの説明 

 

 

 

５ 質疑応答 

 

 

 

６ 閉会 



渡瀬保育園及び成島保育園の

民営化に係る現状と今後のスケ
ジュールについて
令和７年８月２３日（土）

館林市健康こども部こども課

1

目 次
①民営化の概要

②第１回～第２回の協議内容

③今後のスケジュール（予定）

④保護者の皆様へのお願い

2
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①民営化の概要（民営化とは）※令和6年10月説明会資料再掲

館林市が運営していた公立園を、社会福祉法人や学校法人等
の民間法人に引き継ぐことです。

園舎は変わりませんが運営主体が変わるため、職員は市職員
から、選定された法人に採用された職員に入れ替わることに
なります。

①民営化の概要（民営化を進める理由） ※令和6年10月説明会資料再掲

⑴公立園とは異なる特色ある教育・保育などを実施する民間事業者の
力を活用することにより、保護者の選択肢を増やすことができる

⑵民間事業者の運営視点による意思決定の迅速化など、子どもや保護
者の要望への速やかな実現が期待できる

⑶手厚い教育・保育を提供する職員体制を確保することができる
⑷「館林市立保育園民営化検討委員会」から「地域の保育ニーズに一
層応えるために民営化を進めることが望ましい」という答申書が市
⾧に対して提出されたため

⑸国や県からの補助金等が活用できるため

4



①民営化の概要（これまでの経緯①）※令和6年10月説明会資料再掲

5

 平成18年 4月:三野谷保育園（現:認定こども園MINOYA）を民営化
 平成20年11月:館林市立保育園民営化検討委員会より、市⾧へ提言書

「地域の保育ニーズに一層応えるため、民営化を進める
ことが望ましい」

 令和 2年 3月:第七次行政改革大綱に「公立幼稚園の認定こども園化」
及び「公立保育園の認定こども園化及び民営化の推進」
を記載

 令和 3年 8月:「公立幼稚園・保育園 就学前の教育・保育のあり方に
関する方針」において、令和8年度以降に渡瀬保育園・成
島保育園の民営化を決定

 令和5年12月:市議会へ令和８年度から民営化することを説明

①民営化の概要（これまでの経緯②）
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 令和６年２月:保護者説明会（市説明）
 ５月:館林市立保育園民営化事業者選定等委員会設置
 ５～３月:第１回～第６回館林市立保育園民営化事業者選定等委員会
 10月:保護者説明会（市説明）
 11月:提言書手交式
 令和７年３月:進捗状況を保護者一斉メールにてお知らせ
 ４月:プロポーザル審査（運営事業者選定）
 ６月:市議会へ民営化関連議案を上程（可決）
 ６月:進捗状況を保護者一斉メールにてお知らせ
 ６月:会計年度任用職員説明会（市及び事業者説明）
 ７月～８月:第１回～第２回協議
 ８月:保護者説明会（市及び事業者説明）



＜保育内容＞
・渡瀬保育園及び成島保育園の基本的な保育を引継ぎながら、徐々
に私立園としての特色を加えた教育・保育を実施するよう、決定
した法人に依頼します。

・延⾧保育、一時預かり保育は引き続き実施することを応募条件と
します。

＜開園日・開園時間＞
開園日・開園時間は、現状以上にすることを応募条件とします。

＜保育料＞
保育料は変わりません。
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①民営化の概要（園運営等の考え方①）※令和6年10月説明会資料再掲

＜費用・持ち物＞
教材費等、私立園として特色を出すために費用が生じる場合には、
保護者の理解を得るように、また、現在の持ち物を引き続き使用
できるよう選定された法人に依頼します。

＜運営指導等＞
民営化後も、運営指導等で市が関わります。

＜転園希望者への対応＞
民営化を理由に事前に転園を希望される場合には、できる限り対
応します。
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①民営化の概要（園運営等の考え方②）※令和6年10月説明会資料再掲



＜園名＞
（仮称）認定こども園渡瀬保育園
（仮称）成島こども園

＜開園日・開園時間＞
変更なし

＜土曜保育＞
引き続き実施

＜延⾧保育＞
引き続き実施

etc…

9

②第１回～第２回の協議内容（第１回：７月１５、２５日）

＜行事＞
引き続き実施

＜持ち物＞
変更なし

＜連絡方法＞
変更あり（電話、アプリ）

＜写真販売＞
現状の販売サービスから変更予定

etc…
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②第１回～第２回の協議内容（第２回：８月６、７日）



③今後のスケジュール（予定）
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日 程 内 容

令和７年9月 第３回協議（給食関係）

9月 継続・転園に係る希望調査

10月 令和８年４月入園希望者向け説明会

11月～3月 引継ぎ保育

令和8年4月1日 民営化

※今後も必要に応じて、保護者説明会や事業者との協議を実施いたします。

④保護者の皆様へのお願い

保護者の皆様のご意見を取り入れ、子どもたち、保護者様に
とって、より良い民営化となるように事業を進めます。その
中で、アンケート調査を行う予定ですので、ご協力のほどよ
ろしくお願いいたします。

疑問や不安なことがございましたら、園またはこども課まで
お問い合わせください。
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